
【スーパー讃岐っ子育成事業とは】 

 
将来、日本や世界で活躍し、夢や感動を与えることができるアスリートの育成を目指す事業です。香川

県内の小学４、５年生を対象に、書類審査や体力測定により優れたスポーツの素質を有する子どもたちを
発掘し、関係団体と連携・協力を図りながら、専門的な指導者によるさまざまな育成プログラムを行いま
す。中学生になったスーパー讃岐っ子はシニア事業に参加することになります。 

（参照）"スーパー讃岐っ子育成事業について". 香川県教育委員会. 

https://www.pref.kagawa.lg.jp/kenkyoui/hotai/sanukikko.html, (2019/10/23). 

 
 
【四国学院大学と香川県による包括連携・協力に関する協定】 

 
2013 年度に、本学と香川県は包括連携・協力に関する協定を締結致しました。 
この協定は、双方が有する人的・物的・知的資源を連携・協力して活用することにより、地域課題の解

決を図り、個性豊かな地域社会の形成および発展に寄与することを目的としています。 
本学と香川県は、これまでにも様々な事業に連携して取り組んできましたが、この「スーパー讃岐っ子

育成事業」においても協定に基づき、本学の教員（専門分野：スポーツ科学）が、スーパー讃岐っ子育成
委員会の委員として専門的な知見を活用し、スーパー讃岐っ子の選考、スポーツ体験プログラムや育成プ
ログラムの内容、実施体制の検討、事業成果の検証等を通じて、この事業の運営に協力しています。 
また、この教員が担当する本学の全学部・学科で履修可能な授業「ﾌｨｰﾙﾄﾞ･ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾑⅢ(ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ実践演

習Ⅲ)」の受講学生は、スーパー讃岐っ子の選考会において投・⾛・跳動作の測定補助実習が設定されて
おり、⾃ら主体的に課題を設定し、調査、考察を重ねることで、実習をより円滑に実施し、地域課題の解
決を図ることを目指しています。 

 



【2019年度の活動報告】（「スーパー讃岐っ子育成事業 2019 年度 第３回育成委員会」資料より抜粋） 

 

 


